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１．はじめに 

北海道エゾシカ管理計画（第 6 期）では、線路内へ立ち入ったエゾシカが北海道旅客鉄道株式

会社、日本貨物鉄道株式会社及び道南いさりび鉄道株式会社（以下、JR 等）の列車運行に支障を

及ぼした件数（以下、支障件数）の分析を個体数の動向を把握するためのモニタリング項目とし

て採用している。 

ここでは、1993～2022 年度に発生した支障件数のデータを用いて、各地域、各路線、各（総合）

振興局、各区間における支障件数の推移を明らかにしたので報告する。 

 

２．方法 

・支障件数に関するデータは、北海道環境生活部自然環境局野生動物対策課を通じて JR 等から入

手した。 

・データには、支障が発生した路線名、発生日時、発生場所（駅構内又は区間）等が含まれる。 

・支障件数には、エゾシカと列車が衝突した件数だけでなく、線路内に立ち入るエゾシカを発見

したことにより列車が停止した件数も含まれている。 

・道南いさりび鉄道株式会社の支障件数と同一日時、同一区間で発生した日本貨物鉄道株式会社

の支障件数は、重複データと判断し、解析から除外した。 

・北海道エゾシカ管理計画に基づき、支障件数を地域（東部地域、北部地域、中部地域及び南部

地域）ごとに集計し、基準年（2011 年度）を 100 とした各地域の相対的な指数（以下、列車指

数）を算出した。 

東部地域：オホーツク総合振興局、十勝総合振興局、釧路総合振興局、根室振興局管内 

北部地域：空知総合振興局、上川総合振興局、留萌振興局、宗谷総合振興局管内 

中部地域：石狩振興局、胆振総合振興局、日高振興局管内 

南部地域：渡島総合振興局、檜山振興局、後志総合振興局管内 

・各振興局における路線距離 10km 当たりの支障件数を算出した。 

・2020～2022 年度に発生した各振興局の路線距離 10km 当たりの支障件数を月別に集計した。 

・2012 年度及び 2022 年度に発生した支障件数を区間ごとに集計し、支障件数の分布を把握した。 

・2021 年度と 2022 年度に発生した支障件数の差を区間ごとに集計し、増減傾向を把握した。 

・駅間の件数は、2009 年当時に運営されていた駅に基づいて集計し、2009 年以降廃駅になった区

間で発生した支障については、廃駅になる前のどちらかの駅間に振り分けて集計した。また、

駅構内で発生した支障は除外した。 
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３．結果及び考察 

（１）各地域における支障件数と列車指数の動向（図 1、図 2） 

全道 
・2022 年度は前年度より 322 件多い 4,273 件の支障が発生し、初め

て 4,000 件を上回るとともに、3 年連続で過去最高値を示した。 

東部地域 

【基準年：2011 年度】 

・2022 年度は前年度よりも 188 件多い 1,530 件の支障が発生し、2012

年度を上回る過去最高値を示した。 

・列車指数は、2016～2019 年度までは 90 未満で推移していたが、

2020～2022 年度に上昇し、3 年連続で 100 を上回った。 

北部地域 

【基準年：2011 年度】 

・2022 年度は前年度よりも 110 件多い 1,330 件の支障が発生し、3

年連続で過去最高値を示した。 

・列車指数は、2012～2019 年度まで 100 前後で推移していたが、2020

～2022 年度に急増し、それぞれ 138、143 及び 156 となった。 

中部地域 

【基準年：2011 年度】 

・2022 年度は前年度よりも 12 件少ない 988 件の支障が発生し、3 年

ぶりに前年度を下回った。 

・列車指数は、2012～2019 年度まで 100 前後で推移していたが、2020

～2022 年度に急増し、それぞれ 126、185 及び 183 となった。 

南部地域 

【基準年：2011 年度】 

・2022 年度は前年度より 36 件多い 425 件の支障が発生し、3 年連続

で過去最高値を示した。 

・列車指数は、一貫した上昇傾向が継続しており、他地域に比べて高

い増加率を示した。 
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図 1 各地域における支障件数の動向 
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図 2 各地域における列車指数の動向 
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（２）各路線における支障件数の推移（表 1） 

全道 

・2022 年度に最も支障件数が多かった路線は、宗谷本線で、次いで室蘭本線（小

幌～室蘭）、花咲線、石北本線（奥白滝～網走）の順となった。宗谷本線から花

咲線の順序は、2020～2021 年度と同様だった。 

東部地域 

・花咲線と釧網本線、根室本線（新狩勝～釧路）は、前年度とほぼ同様の支障件

数だった一方で、石北本線（奥白滝～網走）の支障件数が急増し、過去最高値

を示した。 

北部地域 

・根室本線（滝川～新狩勝）、石勝線（清風山～新狩勝）、石北本線（新旭川～奥

白滝）、函館本線（幌向～旭川）及び富良野線では前年度より支障件数が増加し、

根室本線（滝川～新狩勝）、石勝線（清風山～新狩勝）、石北本線（新旭川～奥

白滝）及び富良野線は、過去最高値を示した。 

中部地域 
・室蘭本線（小幌～追分）及び千歳線は、前年度より支障件数が増加し、両路線

とも過去最高値を示した。 

南部地域 
・函館本線（函館～ほしみ）は、前年度より支障件数が増加し、過去最高値を示

した。 

 

（３）各振興局における路線距離当たりの支障件数（図 3、図 4） 

各年の動向 

（図 3） 

・2022 年度に最も支障件数が多かったのは、胆振総合振興局（39.1 件/10km）で、

次いで宗谷総合振興局（32.1 件/10km）、釧路総合振興局（30.8 件/10km）だった。 

・胆振総合振興局は 2 年連続で最も高い水準を示した。 

・渡島総合振興局、空知総合振興局、宗谷総合振興局、上川総合振興局、胆振総合

振興局、オホーツク総合振興局で過去最高値を更新した。特にオホーツク総合振

興局の増加が顕著だった。 

・2015 年度以降、日高振興局で支障が発生していないのは、2015 年 1 月 8 日に起

きた土砂流出の影響で、鵡川駅～様似駅間が休止・廃止になったためである。 

各月の動向 

（図 4） 

・オホーツク総合振興局では、12～2 月（積雪期）の増加が顕著であったことから、

オホーツク総合振興局で支障件数が急増したのは、線路周辺で越冬する個体が増

えたことが要因の一つであると考えられた。 

 

（４）各区間における支障件数の分布と増減傾向（図 5、図 6） 

支障件数の分布 

（図 5） 

・2022 年度に支障が発生しなかった区間は、2012 年度に比べて少なくな

っており、エゾシカの分布拡大と定着を反映していると考えられる。 

・2012 年度に 50 件/10km を超えた区間は、花咲線や釧網本線、石勝線、

室蘭本線の一部でみられる程度だったが、2022 年度は多くの路線でみ

られた。特に室蘭本線や宗谷本線、函館本線での拡大が顕著であった。 

各区間の増減傾向 

（図 6） 

・石北本線の西側では、6 件以上増加した区間が連続で確認され、増加し

やすい区間の局所的な偏りが示唆された。 

・花咲線や宗谷本線、釧網本線、室蘭本線では、6 件以上減少した区間が

複数確認された。 
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2012年度

2022年度

 
図 5 各区間における路線 10km 当たりの支障件数の分布。○はそれぞれの区間を示し、駅構内で発生

した件数は除外した。 
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図 6  2021 年度から 2022 年度における各区間の支障件数の増減傾向。○はそれぞれの区間を示し、駅

構内で発生した件数は除外した。 
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